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円仁太鼓の演奏で式典に花を添える
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(平成12年３月31日現在)

歳出 (単位：千円：％)

四天四ｇ　　　　　　辿謳進硝

科　　　目 予算額 支出済額 支出率

ｌ

仁 S

議　　会　　　費 154,646 152,506 98.6
｜

総　　務　　費 1,563,392 1,336,437 85.5

民　　生　　費 1,903,796 1,763,949 92.7

衛　　　生　　　費 1,072,637 951,031 88.7

労　　働　　　費 14,693 12,905 87.8

農林水産業費 443,853 395,539 89.1
｜

商　　工　　費 303,282 287,681 94.9

土　　木　　費 2,737,490 2,047,101 74.8

消　　　防　　　費 639,030 606.207 94.9

教　　育　　費 1,232,290 1,129,507 91.7

災　害　復　旧　費 10,972 968 8.8
臨忿
Ｒ

前

奏

皿

混

Ｗ

狙

願

ヨ

殷

－
崇

ｮﾐ|

届

ふ･

罷

公　　債　　費 1,164,790 1,136,261 97.6

諸　支　出　金 ３ ０ 0.0

予　　　備　　　費 ↓3,072 ０ 0.0

宍

|ﾙ

｜

合　　計 11,253,946 9,820,092 87.3

　町では、町民の皆様が納められた税

金や国・県支出金等がごのように使わ

れているかを正しく理解していただく

ため、年２回（６月・12月号広報壬生）

財政状況を公表しこいます。

　今回は、平成11年度下半期の収入･

支出状況について:お知らせします。

　なお、今回公表堰るものは平成12年

３月末までのものであり、決算額では

ありません。これは平成12年４・５月

の２ヶ月間を、11年度の債権・債務を

整理する出納整理期間とすることが認

められて:いるためで堰。

/M4■ﾘM芦
　平成11年度の一般会計当初予算は、101億５千万

円でしたが、平成10年度からの繰越額及び４回の

補正予算の実施により、当初に比べ10.9％増の112

億5､394万６千円の現計予算額となっています。

　平成12年３月31日現在の収入済額は、108憶8､916

万４千円で、予算額の96.8％にあたります。また

支出済額は、98億2､009万２千円で、予算額の87.3

％となっています。科目別の状況については、別

表のとおりです。

知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
　
　
財
政
用
語

▼
地
方
債
と
は
？

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
に
は
、
ふ
た
つ
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
あ
る
事
業
を
行
お

う
と
す
る
際
、
一
時
的
に
多
額
の
資
金

を
必
要
と
す
る
場
合
の
資
金
調
達
の
た

め
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
使
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
を
造
る
場

合
、
現
在
の
住
民
だ
け
が
一
切
の
負
担

を
負
う
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
将
来
の

人
に
も
負
担
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
考

え
方
で
す
。

　
そ
し
て
、
地
方
債
の
元
利
償
還
金
の

一
部
は
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼
地
方
債
と
地
方
交
付
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
係
は
？

　
地
方
債
の
種
類
に
よ
り
交
付
税
で
賄

わ
れ
る
割
合
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落

排
水
事
業
で
活
用
さ
れ
る
下
水
道
整
備

事
業
債
な
ど
は
、
元
利
償
還
金
の
約
5
0

％
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
町
の
財

政
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

２



　　－

　　一一-j）

喝，

｜

ｉ

ｿμ･，
ｊ

‘‘‘４Ｘ……………

《税の負担状況》

(単位：千円：％)歳入
皿価起瀧言詣四逞昌器昌篇皿薦謂露茸詣扁皿聊顧扁回三回囲匹皿

科　　　目 予算額 収入済額 収入率
｜

｜

四 l
順

即

自

町　　　　　　税 4,806,019 4,663,856 97.0

地　方　譲　与　税 155,000 169,992 109.7

利子割交付金 45,000 45,815 101.8

地方消費税交付金 300,000 349,465 116.5

ゴルフ場利用税交付金 45,000 44,742 99.4

特別地方消費税交付金 1,000 790 79.0
｜

自動車取得税交付金 110,000 121,652 110.6
｜

地方特例交付金 139,203 139,203 ↓00.0

地方交付税 2,684,732 2,768,295 ↓03.1

交通安全対策特別交付金 10,000 9,915 99.2

分担金及び負担金 n3,547 n3,277 99.8

使用料及び手数料 166,907 169,904 101.8
｜

｜

｜

題

｜

Ｍ

国　庫　支　出　金 880,586 856,209 97.2

具　支　出　金 670,032 582,252 86.9

財　産　収　人 12,024 且,985 99.7

寄　　　附　　　全 2,846 3,050 ↓07.2

繰　　　入　　　金 120,682 120,677 100.0

繰　　　越　　　金 529,366 529,367 100.0

§ 1

諸　　収　　人 195,802 188,718 96.4
§

町　　　　　　債 266,200 ０ 0.0
自

合　　計 n,253,946 10,889,164 96.8

り

゜　　38,546円　56,244円　　961円　5,884円　8,400円

118,846円173,412円　2,963円18,143円25,899円

(平成12年３月末人□39,576人，世帯数12,836戸)

117,845円

　血

　■■■□

１世帯当たり

363,341円

|地方債現在高

　　　　._……___

一般単独事業債　　28億9,751万8千円

一般廃棄物処理事業債　28億8,432万5千円

諮伜義務教育施設整備事業債　12億7,707万円

淵tl処ｷ甫てんf霞　　　　6ｲ意５,５２４万３千円

財源対策債　　　　　　9億735万円
厚生ﾈ昌袖二友i言及整備事業債２億5.253万２千円

一般公共事業債　　　1億1.162万5千円
1咸4又ｷ甫てん俣1　　　　　9.999万２千円

｀ y ゛ ﾝ ″ ゛ ¥ y l Q I ¥ ? ｀ Q Q λ 1 1 1 λ x x a z x i z x / l x l 弥 z x 1 1 畑

公営f主宅建言曼事業1責　　　１ｲ意１０４万７千円

∧千

姉T吋戸

糾十

/

臨時i錘1睨祁9てん價t　　　　　　　　lｲ意円
そのf由　　　　　１ｲ恵４．４２７万１千円

上水道事業債　　　27億4,803万8千円

下水道事業債　　　　74億8,569万円

農業集落排水事業債　　　16億5,936万円’

ｖ
予
算
と
は
？

　
町
の
業
務
は
４
月
か
ら
３
月
ま
で
の

１
年
間
を
サ
イ
ク
ル
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
町
が
１
年
間
で
使
え
る
お
金

に
対
し
て
、
何
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を

活
用
す
る
予
定
か
を
示
し
た
計
画
の
こ

と
を
「
予
算
」
と
い
い
ま
す
。

ｖ
一
般
会
計
と
は
？

　
町
の
基
本
的
な
行
政
運
営
に
必
要
な

経
費
を
計
上
し
た
会
計
の
こ
と
で
、
町

の
会
計
の
中
心
を
な
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
町
の
存
立
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
を
経

理
す
る
た
め
の
会
計
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
議
会
費
、
民
生
費
、

土
木
費
、
教
育
費
等
が
一
般
会
計
に
計

上
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う

た
め
に
設
け
ら
れ
た
会
計
を
「
特
別
会

計
」
と
い
い
、
壬
生
町
で
は
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
な
ど
計
７
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
ま
す
。
（
平
成
1
2
年
４
月
現
在
）

ｖ
歳
入
と
は
？

　
１
年
間
に
町
に
入
る
す
べ
て
の
収
入

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
１
年
間

に
町
が
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
金

と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
入
の
額
に

よ
っ
て
歳
出
の
額
が
決
ま
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。

３
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　奨学資金

予算額

　　　　　179万円

収入済額

　　　　179万6千円

老人保健事業

予算額
　　31億734万6千円

収入済額ﾉﾂﾞ，

農業集落排水事業

(収支の不足額は、一般会計資金を運用しました)

ｖ
歳
出
と
は
？

　
１
年
間
に
町
が
活
用
す
る
す
べ
て
の

支
出
の
こ
と
で
す
。

　
町
は
、
こ
の
お
金
で
様
々
な
事
業
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公共下水道事業

予算額

　　1増6,201万5千円

収入済額

　　13億5,173万3千円

(収支の不足額は、一般会計資金を運用しました)

　国民健康保険

予算額

　　25億9,741万8千円

収入済額

　　24億8,046万4千円

　　水道事

収益的収支

業

資本的収支

　資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、過（

年度及び当年度損益勘定留保資金、当年度消費税収支調

）

　整額で袖てんしました

ｖ
国
庫
支
出
金
と
は
？

　
県
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な

お
金
の
二
郎
あ
る
い
は
全
部
に
つ
い
て
、

国
か
ら
県
に
支
払
わ
れ
る
お
金
の
こ
と

で
す
。

▼
地
方
交
付
税
と
は
？

　
国
に
納
め
ら
れ
た
税
金
の
一
部
を
一

定
割
合
の
額
で
、
地
方
自
治
体
が
等
し

く
事
務
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
公
平
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
地
方
特
例
交
付
金
と
は
？

　
恒
久
的
な
減
税
の
実
施
に
伴
い
、
平

成
‥
１
１
年
度
か
ら
新
た
に
財
政
措
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
地
方
税
の
代
替
的
な
性
格
を
持
ち
、

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ
ま

す
。

４



壬
生
町
実
行
委
員
会
総
会

　
　
事
業
計
画
等
を
承
認

　
今
年
９
月
９
口
入
１
１
月
５
口
ま
で
の
5
8
日
間
、
壬
生
町
と
宇
都

宮
市
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ

ア
」
の
壬
生
町
実
行
委
員
会
の
第
３
回
総
会
が
４
月
2
5
口
、
壬
生

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
清
水
会
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
‥
‥
１
１
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
を
承
認
。
続
い
て
事
業
計
画
や
予
算
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
と
し
て
は
、
町
単
独
の
取
り
組
み
と
し
て
、
県
内
外

か
ら
の
来
場
促
進
を
図
る
た
め
、
県
道
に
バ
ナ
ー
（
フ
ラ
ッ
グ
）

や
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
広
報
誌
、
フ
ェ
ア
グ
ッ
ズ
な
ど
を
作
成

配
布
し
て
、
よ
り
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
広
報
啓
発
活
動
。
ま
た
、

以
前
よ
り
学
校
や
各
団
体
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
会
場

外
緑
化
修
景
の
よ
り
コ
屑
の
推
進
。
会
期
中
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、

町
民
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
の
連
絡
調
整
。

　　　　■･I..■I■...............■......･.･....･.....･...●･●　.●-..1......････■･■･･･････
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生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

成功へ向けてあいさつする清水会長

ト
、
ち
ぎ
り
絵
、
ふ
く
べ
細

工
、
絵
手
紙
、
押
し
絵
、
籐

工
芸
等
の
講
習
会
開
催
等
の

事
業
計
画
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
期
中
に
３
日
間

の
壬
生
町
の
日
が
設
け
ら
れ
、

町
独
自
の
イ
ペ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
特
色
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
べ
く

協
力
を
求
め
ま
し
た
。

･ 匹 ふ ､ ｀ g φ ゛ ｀

県
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ン
タ

ご不便をおかけしますご迷惑、

プランタ設置にご理解、ご協力を

　
竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
広

報
活
動
及
び
道
路
緑
化
の
一
環
と
し
て
、

会
場
周
辺
の
県
道
に
ブ
ラ
ン
ク
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
設
置
期
間
中
、
沿
道
の
皆
様
に
は
何

か
と
ご
迷
惑
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
く
が
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所

　
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線
（
淀
構
交
差

　
点
～
惣
社
今
井
バ
イ
パ
ス
交
差
点
）

　
の
歩
道
都

　
県
道
羽
生
田
・
上
蒲
生
緑
（
岡
谷
歩

　
遺
構
～
上
田
交
差
点
及
び
バ
イ
パ
ス

　
区
間
）
の
歩
道
都

　
県
道
上
田
・
壬
生
緑
（
道
路
改
良
完

　
了
区
間
）
の
歩
道
都

設
置
期
間

　
平
成
1
2
年
‥
１
１
月
下
旬
ま
で

二大 おもちゃ博物館勤務職員 花壇等維持管理職員

業務内容
壬生町テーマ展示館となるおもちゃ博

物館でのお客様の案内、整理誘導、機

器操作などの業務

会場内に壬生町が展示する花壇等の維

持管理、及び会場運営の補助業務など

勤務期間 ９月１日から11月５日まで ９月１日から11月５日まで

勤務時間
午前９時から午後５時まで

（設定時間以外の早出、残業の場合有り）

午前８時30分から午後５時15分

（設定時間以外の早出、残業の場合有り）

勤務体制 原則として士か月20日程度勤務

給与等
時　給　760円

交通費　一律1,500円（月額）

時　給　820円

交通費　一律1,500円（月額）

勤務地
緑化とちぎフェア壬生会場

(おもちや博物館)

緑化とちぎフェア壬生会場

(壬生町総合公回内)

応募資格
満18歳以上（学生除030歳位までの

女性。通勤時間30分以内

満18歳以上60歳位まで

通勤時間30分以内

募集人員 ５名程度 ４名程度

応募方法

市販の履歴書（写真貼付）に記入し、返信用封筒（80円切手貼付、住所、氏名

を明記）を同封して下記に郵送。

〒321-02n壬生町大字国谷783一1　肺壬生町施設振興公社

応募締切 平成12年８月５出土)まで、当日消印有効

選　　考 書類選考　面接

雇用先 町が委託する肺壬生町施設振興公社の臨時（短期）職員とする

問合せ先 肺壬生町施設振興公社　�86－7117

　　第17回

全国都市緑化

とちぎフェア

（壬生会場）

ﾚ職時

募集

５



平成

12年度

お世話になります

行政協力委員さん　町内自治会代表として、また、地域の皆さ

んと行政のパイプ役としてご活躍いただく、
(敬称賠)

壬　生　地　区 至宝町北 高橋　智 中　　　　央 山□　通男

自治会名 氏　名 六美町北部 永島　栄一 北　　　　　原 高久　和夫

下　表　町 新島　和男 ひばりケ丘 稲垣　　稔 台　　　　宿 高山　正宏

中　表　町 渡辺　喜夫 緑町一丁目 粂川　　悦 下　　　　坪 清水　弘之

下　横　町 市川　更生 緑町二丁目 黒子　義昭 東　　　　原 石川　昭三

今　　　　井 町田　幸明 幸町一丁目 根本　秀夫 鰹　　　　沼 手塚　利夫

上　表　町 大島　官治 幸町二丁目 合嶋　省三 福　和　　田 石川　好延

東　下　合 橋本　紘一 幸町三丁目 白井　二夫 南犬飼地区

城　東　町 高山　良一 幸町四丁目 森島　　淳 北　小　林 亀田　光男

舟　　　　町 高山　林道 おもちゃのまち 中尾靖一郎 安　塚　一 横尾　真一

栄　　　　町 鈴木　仲雄 い　　ず　み 馬場　　惇 安　塚　二 入江　正蔵

仲　　通　　町 太田　貞夫 六美町南部 渡漫　敏夫 上　　長　　田 須藤　治三

上　　通　　町 田中　栄一 車　　　　塚 大橋　重男 上　　　　　田 国安　正章

三　奸　町 戸時　勝利 六美町中央 福田　柴 中　　　　泉 脊藤　利男

旭　　　　　町 戸時　豊治 下　台　団　地 山時　智之 助　　　　谷 粂川　和男

万　　　　　町 高岩　忠市 駅　　　　束 永沼　　彰 肋　谷　原 清水　久夫

上　新　町 伊藤　彰彦 至宝野宿 松本　正義 落　　　　合 杉田栄三

下　馬　木 蔑葉　久男 県営壬生住宅 青山　政俊 国　谷　中　央 赤羽根宜美

西　高　野 甫坂　　清 稲　葉　地　区 国谷新田 高山　　螢

城　　　　内 廣瀬　吉男 釜　　ケ　　渕 白石　英明 緑町三丁目 森田　幸男

城　　　　南 湯沢　昭造 原　　　　坪 木村　春男 緑町四丁目 坂本季夫

馬　　　　場 阿久津栄治 鹿　　　　島 渡辺　　勇 あけぼの 日向野　仁

原　　　　宿 布施米善作 下馬木(稲葉) 荒川　龍雄 安　塚　三 賄拿　　守

田向稲荷内 篠原　功 下　　　　　町 田中　正博 安塚南部 西尾善重

上　　　　坪 寺内　重夫 上　　　　　町 伊藤　光一 若　　　　草 篠原　　明

前　宿　坪 海老沼　誠 本　　　　郷 早乙女政一 国谷本田 高山　征夫

台　　　　坪 山川　隆男 松　　　　原 大森　　保 安塚中央 藤渾　　操

星　　の　宮 板橋　享 西　　　　部 赤羽根　光

平成↓2年度の行政協力委員さん79

人がこのほど決まりました。一年

間よろしくお願いします。

自治会連合会新役員

　
５
月
1
7
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
自

治
会
連
合
会
総
会
が
開
か
れ
、
平
成
1
2

年
度
の
新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
石
川
　
昭
三
（
束
　
懇

副
会
長
　
犬
島
　
官
治
（
上
表
町
）

　
ク
　
　
横
尾
　
貞
一
　
（
安
塚
コ

理
　
事
　
田
中
　
栄
一
　
（
上
通
町
）

ク　ク

戸
崎

寺
内

豊
治
（
旭

重
夫
（
上

坪町
－－

-¥

ク　ク　クク

福
田
　
　
柴
こ
ハ
美
町
中
央
）

本
村
　
春
男
（
原
　
坪
）

大
森
　
　
保
（
桧
　
原
）

斎
藤
　
利
男
（
中
　
泉
）

　
ク
　
　
高
山
　
征
矢
（
国
谷
本
田
）

　
ク
　
　
日
向
野
　
仁
（
あ
け
ぼ
の
）

監
　
事
　
大
橋
　
重
男
（
車
　
塚
）

　
ク
　
　
川
岸
　
　
守
（
安
塚
三
）

会
　
計
　
戸
諭
　
豊
治
（
旭
　
町
）

　
毎
年
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
壬
生
町
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い

プ
ー
ル
は
、
今
年
は
７
月
８
日
（
古

か
ら
開
設
し
ま
す
。

~

開
設
期
間

　
７
月
８
日
用
～
９
月
３
日
㈲

開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

利
用
料
金
（
土
人
１
回
に
つ
き
）

　
一
　
　
　
般

　
小
・
中
学
生

　
四
ッ
カ
ー
使
用
料

問
合
せ
先

　
開
設
期
間
中

７
０
０
円

４
０
０
円

１
０
０
円

黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
�
8
2
‐
（
y
）
9
S
O

期
間
以
外

町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
９
｀
Ｑ
）
４
ｒ
ｏ
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運転者席および助手席の窓ガラ

スヘの着色フィルムの貼り付け

運転者席および助手席の窓ガラスに

濃い色の着色フィルムを貼ると、夜

間などに周囲の状況を確認しにくく

なるなど大変危険です。

【基準】着色フィルムを貼り付けた

　　　　状態での可視光線透過率70

　　　　％未満のものは不可。

ﾚ串]岸[年]ﾚ傘]

　　し参]ﾚ(こ)｢れ｣

皿帥

凝4ﾉ上げ請求は慎重に
不正改造車の例

　
運
輸
省
で
は
、
暴
走
行
為
や
過
積
載

運
行
を
助
長
す
る
よ
う
な
不
正
改
造
車

を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
に
関
係
省
庁
、

自
動
車
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
を

全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
荷
台
を
不
正
に
改
造
し
た
ダ

ン
プ
カ
ー
や
運
転
首
席
等
の
窓
ガ
ラ
ス

に
着
色
フ
ィ
ル
ム
を
貼
付
し
た
り
、
排

気
ガ
ス
用
触
媒
・
マ
フ
ラ
ー
を
取
り
外

し
た
乗
用
車
な
ど
の
不
正
改
造
車
は
、

道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に
、

排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒
音
発

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5
震

か
ら
の
受
給
が
原
則
で
す
が
、
本
人
の

希
望
に
応
じ
て
6
0
歳
か
ら
6
4
膜
の
間
で

も
受
給
（
繰
り
上
げ
請
求
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と

請
求
し
た
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
、

生
涯
そ
の
支
給
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
遂
に
6
5
歳
以
降
に
受
給
開
始
の

時
期
を
延
ば
し
、
年
齢
に
応
じ
て
加
算

さ
れ
た
額
で
受
給
（
繰
り
下
げ
請
求
）

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
（
図
１
参
照
）

生
な
ど
の
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
な
ど
、
社
会
的
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
基
準
に
適
合
せ
ず
事
故
を
誘

発
し
か
ね
な
い
状
態
で
運
行
し
て
い
る

自
動
車
が
増
加
し
て
き
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
不
正
改
造
車
の
街
頭
で
の
取
り

締
ま
り
や
関
係
事
業
者
に
対
す
る
指
導

な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
是
非
こ
の
機
会
に
不
正
改

造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
不
正
改
造
車
に
問
す
る
情
報
・
相
談
・

　
な
お
、
繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、

以
下
の
よ
う
な
制
限
が
生
じ
ま
す
の
で
、

慎
重
に
考
え
て
か
ら
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

○
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
特
別
支
給

　
の
老
齢
厚
生
（
退
職
）
年
金
が
、
6
5

　
歳
ま
で
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

○
就
職
し
て
厚
生
年
金
保
険
等
に
加
入

　
す
る
と
、
加
入
し
て
い
る
間
、
老
齢

　
基
礎
年
金
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

○
繰
り
上
げ
請
求
後
、
万
が
一
、
病
気

　
や
ケ
ガ
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

　
合
で
も
、
障
害
基
礎
年
金
は
受
給
で

オートバイの不正改造例

　消音器（マフラー）の切断･取り外し

消音器を切断したり取り外すと、周辺に生活

する人の生活環境を破壊し、騒音公害の原因

になります。

　【基準】小型二輪自動車の近接排気騒音99ﾃﾞｼﾍﾞﾙ以下、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

関
東
運
輸
局
栃
木
陸
運
支
局
　
整
備
課

　
昔
０
２
８
－
６
５
８
－
７
０
１
Ｑ
り

関
東
運
輸
局
栃
木
陸
運
支
局
　
佐
野
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

　
昔
０
２
８
３
１
２
１
－
３
７
２
１

　
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
後
重
症
に
よ

　
る
障
害
年
金
も
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

○
繰
り
上
げ
請
求
後
に
遺
族
厚
生
年
金

　
等
を
受
け
る
権
利
が
で
き
た
場
合
で

　
も
、
6
5
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
ど

　
ち
ら
か
一
つ
の
年
金
し
か
受
給
で
き

　
ま
せ
ん
。
6
5
歳
か
ら
は
両
方
受
け
ら

　
れ
ま
す
が
、
老
齢
厚
生
年
金
の
支
給

　
率
は
従
前
の
ま
ま
で
す
。

○
寡
婦
年
金
を
受
け
る
権
利
が
無
く
な

　
り
ま
す
。

(図１　繰り上げ、繰り下げ請求の年金額：平成12年度額)

年　　齢 ６０ ６１ 62 ６３ 64 ６５

支給率 58％ ６５％ 72％ 80％ 89％ １００％

年金額 ４６６,４００円 ５２２,７００円 ５７９,０００円 643,400円 ７１５,７００円 804,200円

目 年　　齢 ６５ ６６ ６７ 68 69 70

醐 支給率 １００％ １１２％ 126％ １４３％ １６４％ １８８％

自 年金額 804,200円 ９００,７００円 1,0 1 3,300円 1,150,000円 1,318,900円 1,5 1 1,900円

７



常に防火意識の

　　　　高揚を

ぞ董削臥

　　　防火クラブ

＼
噺
ぐ
＼

八
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
｀

消火の位置はこの位置が

　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
会
長
大
畑
ト
言

は
、
会
員
5
0
人
に
満
た
な
い
人
数
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
総
会
、
７
月
は
研
修
旅
行
、
そ

し
て
９
月
に
は
予
選
会
を
兼
ね
た
消
火

競
技
大
会
を
行
い
、
我
々
会
員
の
家
庭

か
ら
は
火
事
な
ど
い
っ
さ
い
出
さ
な
い

よ
う
に
、
常
に
防
火
意
識
の
高
揚
を
掲

げ
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

壬
生
交
香
北
隣
の
シ
ン
ユ
ー
ス
ト
ア
ー

は
、
生
鮮
食
品
を
主
力
と
し
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
毎
日
の
お
買
い
物

は
近
隣
の
方
々
を
中
心
に
、
又
、
車
2
0
0

台
収
容
の
駐
車
場
も
あ
り
、
遠
方
の
方
々

に
も
ご
利
用
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
新

鮮
、
優
秀
な
食
品
を
い
っ
で
も
お
安
く
、

皆
様
の
食
卓
に
満
足
の
笑
顔
と
お
い
し

さ
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、
社
員
全

員
で
日
夜
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
会
で
上
位
３
チ
ー
ム
が
石
橋
地
区
の

消
火
競
技
大
会
に
、
町
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
い
か
に
早
く
正
確
に
消
火

で
き
る
か
、
消
火
器
を
使
い
タ
イ
ム
を

競
い
合
い
ま
す
。
昨
年
度
は
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
火
災
は
最
初
は
ボ
ヤ
で
、
時
間
が
た

つ
に
つ
れ
大
の
勢
力
が
大
き
く
な
り
、

大
切
な
家
や
家
財
道
具
が
あ
っ
と
い
う

間
に
灰
と
な
っ
て
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
ヤ
の
う
ち
に
正
し
く
初
期
消
火
を
し

て
、
被
害
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る

Ｉ
五

い
¨
＼

ｙ
犬
…
…
、
心
臓1 1

今
回

‰
七
い
四

顧
哲
也
七

Ｊ

シ

ン
ユ
ー
ー
ス
ト
ア
の
看
板
部
門
の
鮮
魚
部

で
、
調
理
師
の
資
格
を
持
ち
、
刺
身
、

切
身
な
ど
の
お
魚
の
調
理
加
工
、
販
売

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
川
瀬
君
は
入
社

７
年
目
で
す
が
、
学
生
時
代
か
ら
ア
ル

バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

シ
ン
ユ
ー
ス
ト
ア
ー
で
の
職
歴
は
通
算

為
に
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
取
り
扱
い
方
や
、
天
ぷ
ら
鍋

に
火
の
入
っ
た
時
の
消
火
の
方
法
、
少

な
い
水
で
い
か
に
有
効
に
火
を
消
せ
る

か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
役
に
立
つ
こ
と
を

見
学
し
た
り
、
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
に
行
動

で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
消
防
団
員
の
方
々
と
の

違
い
は
、
火
災
が
発
生
し
て
も
現
場
へ

駆
け
つ
け
て
消
火
を
し
た
り
後
片
づ
け

な
ど
は
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
会
員
の
中

1
1
年
に
も
な
り
、
既
に
ベ
テ
ラ
ン
の
域

に
達
し
て
い
ま
す
。

　
川
瀬
君
の
熱
心
さ
は
、
彼
の
器
用
さ

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
鮮
魚
売
場
を
よ
り

楽
し
い
品
揃
え
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

特
に
刺
身
の
中
で
も
、
夏
場
に
は
レ
タ

ス
の
上
に
お
刺
身
を
の
せ
た
の
っ
け
盛

り
や
、
タ
イ
、
ア
ジ
、
イ
サ
キ
な
ど
の

姿
造
り
が
得
意
だ
そ
う
で
す
。
趣
味
は

釣
り
で
、
休
日
に
は
ル
ア
ー
で
大
型
の

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
マ
ス
を
釣
り
上
げ
て

い
ま
す
。
休
み
の
日
ま
で
魚
と
格
闘
す

る
彼
は
、
骨
の
髄
ま
で
仕
事
一
筋
。
見

た
目
は
シ
ャ
イ
で
も
仕
事
は
き
っ
ち
り
！

売
場
で
彼
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

て
あ
げ
て
下
さ
い
。
今
日
一
番
の
、
お

い
し
い
お
す
す
め
の
お
刺
身
を
教
え
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
巻
　
島

に
は
、
救
急
救
命
の
講
座
を
受
講
し
、

病
気
や
怪
我
の
治
療
方
法
な
ど
を
習
得

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
の
で
、
な
ん
ら

か
の
形
で
地
域
の
皆
様
の
役
に
立
つ
事

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
も
自
分
の
家
は
自
分
で
守
る
と

い
う
心
掛
け
で
、
防
火
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
、
消
火
器
の
正
し
い
使
用
方
法
や
救

急
救
命
の
講
座
を
受
講
し
て
、
よ
り
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

８
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本
物
よ
り
本
物
ら
し
く

　
　
至
宝
町
南
　
橋
本
良
作
さ
ん

　
橋
本
さ
ん
の
玄
関
に
は
、
１
年
中
う

ぐ
い
す
が
い
ま
す
。
一
見
本
物
と
見
間

違
う
こ
の
鳥
は
、
橋
本
さ
ん
が
趣
味
と

し
て
作
っ
た
も
の
で
、
鳥
か
ご
も
手
作

り
だ
そ
う
で
す
。

　
昭
和
5
7
年
に
勤
め
を
退
職
し
た
頃
、

何
か
趣
味
を
見
つ
け
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
小
鳥
な
ど
を

作
り
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
実
物
に
よ

り
近
く
と
い
う
思
い
が
で
て
き
て
、
図

鑑
や
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
と
い
う
専
門

書
を
参
考
に
、
小
鳥
細
工
を
本
格
的
に

始
め
ま
し
た
。

　
工
作
用
の
角
材
を
買
っ
て
き
て
、
自

分
で
加
工
し
、
彫
刻
刀
で
図
鑑
を
見
な

が
ら
細
工
を
し
、
色
を
つ
け
て
い
き
ま

す
。
こ
の
行
程
を
２
日
間
で
作
り
上
げ

ま
す
。
止
ま
り
水
は
、
近
く
の
山
や
川

で
袷
っ
た
物
や
、
近
所
の
廃
材
を
い
た

だ
い
た
物
に
ニ
ス
を
塗
り
、
形
を
整
え

ま
す
。
足
を
つ
け
る
位
置
や
、
首
の
ま

げ
、
羽
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
と
て
も
苦
労

す
る
そ
う
で
す
。

　
作
品
を
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
へ

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
茨
城
や
鹿
沼
の
方

か
ら
問
合
わ
せ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
小
鳥
の
ほ
か
に
五
重
塔
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
動
物
な
ど
も
作
っ
て
み

た
い
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

自宅には小鳥たちがいっぱい

　　いまにも飛びたちそう…

選皿
　
短
　
歌

文七
　
気
に
入
り
て
新
調
し
た
る
外
出
着

八
　
値
札
つ
け
し
ま
ま
シ
し
ス
ン
終
る

あ
れ
こ
れ
と
仕
事
に
追
わ
れ
詩
心

う
ば
わ
れ
て
ゆ
く
農
の
五
月
は

壬生北小４年

鮎田直美
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､
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、

壬

ご才

年o
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菊地核里

カ
ラ
フ
ル
な
洗
濯
物
の
多
い
の
は

姐
の
家
に
客
の
あ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
　
　
句

鈴
木
佳
世
子
　
　
竹
の
子
を
積
み
て
現
る
猫
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

な
だ
め
て
も
治
ま
ら
ぬ
の
は
腹
の
虫

野
良
犬
の
奴
に
花
壇
荒
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
マ
サ

筒
を
先
に
掘
ら
れ
て
し
ま
い
け
り

和
久
井
　
香

高
山
香
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ハ
重
子

夏
シ
ャ
ツ
の
津
軽
三
味
線
波
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

夏
草
の
な
か
に
婆
入
る
爺
も
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明
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沓ちのわだい

春の叙勲丿福田:　栄氏

勲五等瑞宝章を受章
哨写真中央が

　田中フミさん

　
４
月
2
9
日
付

け
で
、
春
の
叙

勲
受
章
者
が
発

ノ
　
表
さ
れ
ヽ
本
町

　
　
　
か
ら
福
田
　
栄

氏
（
六
美
町
中

央
）
が
、
警
察

官
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
福
田
氏
は
、
昭
利
2
3
年
に
警
察
官
と

し
て
採
用
さ
れ
、
田
沼
署
、
今
市
署
、

宇
都
宮
署
、
真
岡
署
、
県
警
本
部
交
通

２
課
、
外
勤
課
、
宇
都
宮
中
央
署
、
鳥

山
署
、
県
警
本
部
交
通
指
導
課
、
交
通

企
画
課
、
馬
頭
署
長
な
ど
を
歴
任
。
ほ

　
通
町
に
住
む
田
中
フ
ミ
さ
ん
は
、
５

月
1
5
日
に
め
で
た
く
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
日
フ
ミ
さ
ん
宅
を
訪

　田中フミさん100歳に

特別敬老金100万円贈る
. ミ ヘ

と
ん
ど
が
交
通
関
係
の
部
署
で
、
そ
の

間
、
交
通
機
動
隊
の
発
足
、
1
1
0
番
通
報

を
県
警
本
部
で
一
括
指
令
で
き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ま
た
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
の
集
中
運
用
、
交
通
巡
視
員

の
育
成
、
交
通
違
反
キ
ッ
プ
の
導
入
な

ど
を
行
い
、
当
時
も
っ
と
も
事
故
が
多

か
っ
た
国
道
４
号
線
や
日
光
街
道
を
昼

夜
を
問
わ
ず
取
り
締
ま
り
、
時
に
は
、

死
亡
事
故
の
捜
査
の
指
揮
を
と
っ
た
り

し
ま
し
た
。

　
昭
和
5
5
年
に
警
視
正
で
定
年
退
職
後

は
、
自
治
会
長
を
は
じ
め
防
犯
組
合
、

安
全
協
会
理
事
、
国
民
年
金
協
力
員
な

ど
、
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

れ
、
清
水
町
長
か
ら
特
別
敬
老
会
の
1
0
0

万
円
と
花
束
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　
フ
ミ
さ
ん
は
、
明
治
3
3
年
の
生
ま
れ

で
、
少
し
耳
が
遠
い
そ
う
で
す
が
、
新

聞
は
眼
鏡
な
し
で
読
め
、
ま
た
、
入
浴

等
身
の
回
り
の
こ
と
は
自
分
Ｔ
人
で
何

で
も
で
き
る
し
、
今
で
も
、
趣
味
と
し

て
、
昔
習
っ
た
編
み
物
を
続
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
1
0
年
以
上
本
町
に
暮

ら
し
、
1
0
0
成
を
迎
え
た
お
年
寄
り
に
特

別
敬
老
会
を
贈
っ
て
い
る
も
の
で
、
フ

ミ
さ
ん
は
、
４
人
目
と
な
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
自
慢
Ｆ
Ｍ
土
曜
広
場
」
で

　
　
　
　
　
壬
生
町
を
Ｐ
Ｒ

　
５
月
1
3
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
宇
都
宮
放
送
局

の
番
組
「
ふ
る
さ
と
自
慢
Ｆ
Ｍ
土
曜
広

場
」
の
な
か
で
、
壬
生
町
が
生
放
送
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
壬
生
町
物
産
フ
ェ
ア
」
と
題
し
て
、

ゆ
う
が
お
の
丘
を
は
じ
め
、
肋
谷
ふ
れ

あ
い
市
、
ふ
く
べ
の
里
、
Ｊ
Ａ
下
野
女

性
会
、
干
瓢
商
組
合
、
生
活
改
善
ク
ラ

ブ
花
弁
部
会
、
㈱
北
研
産
業
等
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
宇
都
宮
放
送
局
前
広
場
に
出
店
、
ま

た
、
円
仁
太
鼓
和
太
鼓
会
や
藤
井
干
瓢

音
頭
保
存
会
の
他
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館

の
出
張
お
も
ち
ゃ
病
院
、
埴
輪
会
、
南

犬
飼
中
学
校
の
生
徒
等
が
参
加
し
ま
し

-

た
。

　
約
１
時
間
3
0
分
番
組
の
な
か
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

等
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
、
壬
生
町
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
し
た
。

ＮＨＫ宇都宮放送同前広場を利用

して郷土芸能や物産を紹介

１０
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ア
ユ
放
流
｛
行
わ
れ
る

　
下
都
賀
漁
業
協
同
組
合
壬
生
支
部
（
鈴
木
利
一
支
部
長
）

に
よ
る
ア
ユ
の
放
流
が
、
５
月
‥
‥
１
１
日
、
藤
井
橋
下
流
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
放
流
で
は
、
体
長
1
0
～
1
2
ｍ
ほ
ど
の
ア
ユ
の
稚
魚

１
万
匹
が
、
運
搬
車
か
ら
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
放
さ
れ
、
と
き

放
さ
れ
た
ア
ユ
の
稚
魚
は
、
い
き
よ
い
よ
く
飛
び
跳
ね
て
い

ま
し
た
。

　
今
年
は
す
で
に
、
福
和
田
の
狸
々
淵
で
２
万
匹
の
稚
魚
が

放
流
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
護
岸
工
事
の
関
係
で
、
羽
生

田
橋
や
東
雲
橋
付
近
で
は
、
放
流
は
見
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ユ
は
汚
れ
た
川
で
は
、
住
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
き

れ
い
な
河
川
を
守
る
た
め
、
ゴ
ミ
等
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

解禁を間近に控え放流されたアユの稚魚

花摘みを楽しむ人たち

　
今
年
も
、
農
業
経
営
者
研
究
会
主
催

の
「
だ
い
こ
ん
の
花
ま
つ
り
」
が
４
月

2
9
日
、
壬
生
中
学
校
北
側
休
耕
田
で
行

一

わ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
は
、
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
と
、
農
村
と
都
市

と
の
交
流
が
目
的
で
今
回
で
２
回
目
と

な
り
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
イ
チ
ゴ
、
薙
ジ
ュ
ー
ス
、

新
鮮
野
菜
、
花
の
苗
、
飲
食
物
な
ど
の

模
擬
店
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
大
根
や
米

な
ど
の
無
料
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
休
耕
田
に
は
約
３
０
０
０
人
の
家
族

連
れ
が
訪
れ
、
の
ん
び
り
と
だ
い
こ
ん

の
花
（
紫
花
菜
）
や
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
’
キ
ャ

ン
ド
ル
な
ど
の
花
摘
み
を
楽
し
み
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
み
ど
り
の
日
の
イ
ペ
ン

ト
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

だ
い
こ
ん
の
花
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

上
田
地
区
で
行
わ
れ
た
花
植
え

県道を花でいっぱいに

　
上
田
自
治
会
と
子
ど
も
育
成
会
、

育
成
会
Ｏ
Ｂ
は
、
４
月
2
3
日
、
た

ち
ば
な
幼
稚
関
西
の
県
道
沿
い
の

緑
地
帯
5
0
ｍ
に
、
花
の
植
え
込
み

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
所
は
花
を
植
え
る
前
は
、
芝

が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
き
れ
い
に
整
備
を
し
、
会
員

約
1
0
0
人
程
で
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
等
の
花

を
て
き
ぱ
き
と
手
際
よ
く
植
え
付

け
て
い
ま
し
た
。

本年10月１日現在で、全国いっせいに国勢調査を実施します。

　国勢調査は、9月下旬から1朗上旬にかけて、「国勢調査

＠ｅ翼○

員証」を携帯した国勢調査員が世帯を訪問し、直接、調査票

を配付・収集する方法により行います。

　国勢調査と称して世帯の家族構成や会社の従業員の氏名な

どを電話で照会する「かたり調査」にご注意ください。

　不審な電話には即答せず、相手の名前や電話番号などを聞

き、町の国勢調査担当（商工観光諜統牡係�８１－ １ ８ ４ ６ ）

へご連絡ください。

１１
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4し

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
の
策
1
9
回
壬
生
町
消
防
団
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
、
４
月
2
3
日
、
町
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
（
７
部
）
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部

（
８
部
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
２
週

間
に
渡
る
訓
練
で
習
得
し
た
消
火
技
術

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
　
　
成
　
績

団
　
体

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
策
３
分
団
策
士
部

　
　
　
兄
小
林
・
安
塚
・
お
も
ち
や
宝
ち
他
言

準
優
勝
　
策
２
分
団
策
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
稲
葉
地
区
）

三
　
位
　
策
２
分
団
策
３
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
生
田
地
区
）

第３分団第１部の皆さん

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
１
分
団
第
３
部

　
　
　
　
（
万
町
こ
に
新
町
孚
湯
本
・
西
高
野
）

三
　
位
　
第
２
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
和
田
地
区
）

個
人
（
優
秀
賞
）

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
高
由
美
城
（
栗
３
分
団
第
１
部
）

・
１
番
目
］
　
河
野
辺
喜
信
（
栗
３
分
団
嬉
主
部
）

・
２
番
目
］
　
里
芋
弘
一
　
（
第
２
分
団
第
１
部
）

・
３
番
目
］
　
兪
井
宏
之
（
第
１
分
団
栗
４
部
）

・
４
番
目
］
　
須
藤
恭
仲
（
栗
３
分
団
第
１
部
）

　
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
軽
部
進
一
　
（
第
１
分
団
栗
５
部
）

・
１
寄
鍋
　
若
林
幸
夫
（
栗
２
分
団
栗
晶
）

・
２
香
具
　
中
嶋
　
稔
（
第
２
分
団
栗
５
部
）

・
３
香
具
　
川
又
孝
司
（
第
２
分
団
栗
５
部
）

　｡､j

ｼﾞ∩紅申し聶池s遜ﾚj訟回～一一

庖梢　　ヨ　　偏　　ｊ　　・　　ヅ　　　Ｆ

　　　　　　　　　　ユ　ヽy

　゛¨゛　　゛゛　’゛　｀　　^･心　　゛゛ぷ　゛、､｡゛゛

第２分団第５部の皆さん

暮
ら
し
に
役
立
つ

圓
鰯
膳
Ｈ
回
国

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的

年
金
等
や
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
等
以
外
の
年
金
を

受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
通
常
、
雑
所

得
に
な
り
ま
す
。

△
公
的
年
金
等
と
は
▽

①
国
民
年
金
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、

　
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
な
ど
の
法

　
律
の
規
定
に
基
づ
く
年
金

②
恩
給
（
一
時
恩
給
を
除
き
ま
す
）
や

　
過
去
の
勤
務
に
薬
づ
き
使
用
者
で
あ

　
っ
た
者
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金

③
適
格
退
職
年
金
契
約
に
基
づ
い
て
支

公的年金等控除額

菊==65歳未満の人

公的年金等の収入金額 公的年金等控除額

　　　　　130万円以下

130万円超410万円以下

410万円超770万円以下

770万円超

　　　　　　　　　70万円

年金収入×25％十37.5万円

年金収入×15％十78.5万円

年金収入×5％十155.5万円

胎65歳以上の人

報
　
　
　
１
２

　
給
を
受
け
る
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

△
公
的
年
金
等
以
外
の
年
金
と
は
▽

　
生
命
保
険
契
約
や
生
命
共
済
に
関
す

る
契
約
に
基
づ
く
年
金
、
互
助
年
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

胆
㈲
ｍ
胆
皿

　
【
公
的
年
金
等
】

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
－
公
的
年

　
金
等
控
除
額
　
＝
　
雑
所
得
の
金
額

　
公
的
年
金
等
控
除
額
の
算
出
方
法
は
、

受
給
者
の
年
齢
が
6
5
震
以
上
か
否
か
で

異
な
り
、
次
の
表
の
と
お
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

公的年金等の収入金額 公的年金等控除額
　　　　　260万円以下

260万円超460万円以下

460万円超820万円以下

820万円超

　　　　　　　　140万円

年金収入×25％十75万円

年金収入×15％十121万円

年金収入×5％十203万円

(注)65歳未満かどうかは、その年の12月31日の年齢によります。

公的年金等以外の年金

(必要経費)

保険料又は

掛金の総額
×

年金の支払

総額(見込み額)

　公的年金等

　　以外の

年金の収入金額

(収入金額)

プ

＝雑所得の金額

-



八百祭(みこし､屋台運行)に伴う
(全面通行止め)

地図の通り

交通規制Jのご案内
一一

７月８日（土）・７月９日（日）　19 : 00～21 : 30

夏祭実行委員会長（栄町自治会長宅）　鈴木　伸雄　昔８２－０６９８

７月８日（土） ７月９日（日）

みこし･屋台 時間 場所・順路 みこし･屋台 時間 場所・順路

通

町

犬みこし

認:30

　　J

肘:30

13 : 30～15 : 30 城内

15 : 30～17 : 30 舟　町

17 : 30～19 : 30 神通町

↓9:30～21 : 30 上通町

犬みこし

13 : 00

　　？

21 : 30

13 : 00～15 : 00 三好町

H5:00～17 : 00 万　町

17 : 00～19 : 00 上新町

19 : 00～21 : 30 栄　町

神雄会みこし

町内みこし

18 : 00

　　j

21 : 30

通町各町内 女性みこし

19 : 00

　　？

21 : 30

通町各町内

屋台の

連合運行

18 : 00

　　j

上通町・三好町・万町・上新

町の屋台は、栄町～舟町～城

内～仲通町～上通町

栄町・城内・舟町・仲通町の

屋台は、栄町～仲通町～上通

町～三好町～万町～上新町

屋台の

連合運行

17 : 00

　　？

21 : 30

上通町・三好町・万町・上新町

の星合は、栄町～神通町～上

通町～三好町～万町～上新町

栄町・城内・舟町・神通町の

屋台は、栄町～舟町～城内～

神通町～上通町

裏

町

大みこし

且:00

　J

21 : 30

11 : 00～14 : 00 下横町

14 : 00～16 : 30 中表町

16 : 30～↓9:00下表町

19 : 00～21 : 30 上表町

犬みこし

11 : 00

　　J

21ニ30

11 : 00～13 : 30 上表町

13 : 30～16 : 30 下表町

16 : 30～士9:30中表町

士9:00～2士:30下横町

子供みこし 衷町各町内 子供みこし 表町各町内

屋台運行 夕 屋台運行 ク

毎年５月から８月にかけて、東京タワーからのテレビ電波を｜

　直接受信されているご家庭のNHK総合テレピ（１チャンネル）｜

とNHK教育テレビ（３チャンネル）の画面に突発的に「しま

　模様」が入る障害が発生し、皆様に大変ご迷惑をおかけしてい｜

ます。

　これは、この時期に自然現象により「スポラディックＥ層

（略してＥスポ）」と呼ばれる、テレビ放送（１～３チャンネル）

ｄ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｄ

北朝鮮・中国・台湾などの近隣諸国で使用されている電波が反

射して日本国内に届いてしまうからです。

　NHKでは、この障害を受けている地域のみなさまに、きれ

いな画面でお楽しみいただけるよう、Ｅスポ混信障害を受けな

い「ＵＨＦ」電波を用いた中継局を設置しております。

　宇都宮ＵＨＦ中継局（ハ幡山タワー）からの電波を受信でき

る地域の方々は、ＵＨＦアンテナを取り付けて、テレビ受信機

のチャンネル調整をしていただきますとＥスポ混信障害のない｜

きれいな画面でお楽しみいただけます。

問合せ先　NHK宇都宮放送局受信相談係　昔028－634－9158

１３

１

ｉ

～

（

ヽ 一

交通規制区間

-



　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
壬
土
や
か
ベ
ビ
ー
・
ご
家
族
〃

　 －
　 －
　 －　 －
　 - 一 一
　 - 一 一
■

■

　 - 一 一
　 －

を
紹
介
し
ま
す
。

※
支
援
金
の
受
給
要
件
、
申
諸
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

へ
やかﾍﾞﾋﾞ4y1しづ1ぺ)ごぺ£ﾚ……すﾚこ

ヽ 一

　　●　　　●　●
　　国　固国
　　民　定民
　　健　資年
　　康　産金

　一保一枚一
匹昌言

　び　　計゛゛
且　霜

31
日

７
月
の
納
税
等

青
少
年
健
全
脅
威
標
語

入
震
慄
晶

1 2
盧
決
ま
る

　
青
少
年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
明

る
く
住
み
よ
い
町
を
つ
く
ろ
う
と
、
町

青
少
年
問
題
協
議
会
と
町
青
少
年
健
全

育
成
実
施
委
員
会
で
は
、
青
少
年
健
全

育
成
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
入
賞
作
品
1
2
点
が
次
の
通
り

決
ま
り
ま
し
た
。

☆
最
優
秀
賞

「
親
子
の
会
話
　
非
行
を
防
ぐ

　
第
一
歩
」
　
鈴
木
　
綾
乃
（
壬
生
中
）

☆
優
秀
賞

「
薬
物
で
こ
わ
す
な
未
来
こ
わ
す
な

　
自
分
」
　
　
粂
川
み
な
み
（
南
犬
中
）

「
そ
の
悩
み

　
苦
し
む
前
に
　
う
ち
あ
け
て
」

　
　
　
　
　
高
津
戸
望
（
　
″
）

「
だ
め
だ
よ
と
　
教
え
て
く
れ
る

　
真
の
友
」
　
田
所
　
直
子
（
壬
生
中
）

「
家
族
と
の
　
楽
し
い
時
間
　
火
切
に
」

　
　
　
　
　
大
橋
　
知
世
（
　
″
）

☆
佳
　
作

「
誘
惑
に
　
負
け
た
ら
最
後

　
君
の
未
来
」
　
渡
辺
　
希
（
南
火
中
）

「
あ
い
さ
つ
で
　
壬
生
町
み
ん
な
が

　
元
気
出
る
」
吉
葉
　
孝
典
（
　
″
　
）

「
親
切
は
　
住
み
よ
い
町
を

　
作
る
も
と
」
　
古
賀
　
愛
（
　
″
）

「
止
め
よ
う
よ
　
未
来
を
こ
わ
す

　
薬
物
乱
用
」
　
早
乙
女
　
翔
（
　
″
　
）

「
持
た
な
い
で
　
軽
い
気
持
ち
と
　
手

　
に
ナ
イ
フ
」
　
赤
羽
根
美
紀
（
　
々
　
）

「
見
て
る
だ
け
？
　
助
け
て
あ
げ
よ
う

　
火
切
な
友
達
」

　
　
　
　
　
山
崎
　
雄
司
（
　
″
）

「
薬
物
の
　
さ
そ
い
に
の
る
な

　
強
い
意
志
」
　
宇
野
奈
津
子
（
壬
生
中
）

　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

し
や
ぼ
ん
壬
生
店
様
⑩
　
３
千
円

羽
生
田
西
部
自
治
会
様
①
４
千
１
３
６
円

㈱
県
南
環
境
様
⑩
　
　
　
２
万
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑤
１
万
円

㈱
栄
商
事
様
①
　
４
千
４
４
０
円

大
島
シ
ン
様
①
　
　
　
　
　
１
万
円

田
中
フ
ミ
様
①
　
　
　
　
　
1
0
万
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
円

心’

ｅ
Ｏ
ｅ
ｏ

町
総
合
公
園
で
植
樹
祭

　
栃
木
県
、
壬
生
町
、
賄
栃
木
県
緑
化

推
進
委
員
会
主
催
の
第
3
8
回
栃
木
県
植

樹
祭
が
５
月
1
6
日
、
町
総
合
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
緑
化
推
進
運
動
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
県
内
市
町
村
持
ち
回

り
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
関
係
者
約
千

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
渡
辺
知
事
、
清
水
町
長

等
の
挨
拶
の
あ
と
、
緑
化
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
町
関

係
で
は
、
狽
協
医
科
大
学
が
知
事
か

ら
、
壬
生
北
小
学
校
の
エ
コ
ク
ラ
ブ
が

県
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
］
‥
１
１
年
度
に
緑
の
少
年
団

を
結
成
し
た
壬
生
中
学
校
を
は
じ
め
、

大
田
原
市
、
粟
野
町
、
小
川
町
の
緑
の

少
年
団
1
2
団
に
団
旗
と
活
動
装
備
品
が

贈
呈
さ
れ
た
あ
と
、
ベ
ニ
バ
ナ
ト
チ
ノ

キ
や
エ
ノ
キ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
等
の
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
町
緑
の
少

年
団
に
よ
り
キ
ジ
が
記
念
放
鳥
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
式
典
終
ｒ
後
、
陸
上
競
技
場

で
栃
木
県
出
身
の
ダ
・
カ
ー
ポ
の
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
大
勢
が
訪
れ
、
盛
況
で
し
た
。

．　〆　　　　．ｓ　ｌ≡　　　総人口39,874人（　31）男19,630人（　８）女20,244人（　23）世帯数13,02o世帯（　卸（）内は前月比　１４
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